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「三田学会雑誌」100巻 2 号 （2007年 7 月）

ドイツにおける警察史研究の成果と課題

金 田 敏 昌
(初稿受付 2 0 0 6 年 1 0 月 2 日， 

査読を経て掲載決定2 0 0 7 年 6 月 2 8 日）

I はじめに

本稿の課題は，近現代ドイツにおける警察 

を扱う歴史研究の動向を整理することにある。 

ドイツでは，警察の歴史研究が萌芽を迎える 

のは 1970年代後半になってからであるが，80 
年代以降歴史学がナチ犯罪の実態を巡って活 

発な議論を展開するなかで，警察史研究もこ 

の議論に一定の貢献をなしてきた。さらに最 

近では，一次資料を用いた歴史研究によって， 

第二次世界大戦後の「いわゆる脱警察化」の 

実態が明らかにされ，一部ではナチ期から戦 

後警察への歴史的な連続性が強調されるよう 

になっている。本論では，まず，1970年代後

半から8 0年代にかけて提出された，ドイツ史 

における「近代警察」を巡る研究を紹介すると 

ともに，8 0 年代半ば以降の研究の動向につい 

て，とりわけ方法的な観点から概要を示す（第 

I I節) 。続いて，とくにナチ期を経て戦後に至 

る警察制度•組織の史的変遷を巡る議論に焦 

点を当て（第 I I I節)，さらに本格的に解明され 

ていない研究領域として「現場」の警察業務 

にも注目しつつ若干の考察を行う（第 IV 節)。

I I ドイツ史研究と警察

①犯罪の社会史研究と警察

ドイツ史研究において，警 察 が 「影のよう
(2 )

な存在」から抜け出したのは比較的最近のこ

( 1 ) 1970年代のドイツにおける事典解説の一例では，戦後警察に関する叙述は概念的理解にとどめられ 

ている。すなわち，ドイツにおいては伝統的に警察が果たしてきた「行政警察」を解消し，「執行警察」に 

機能制限する局面が戦後になって到来したという。K nem eyer，F.-L .，“Polizei” ，in: Geschichtliche 
Grundbeariffe. Ih stonsche Lexikon zur volitisch-sozialeu Sprache Band 4, 
hrsg. v. Brunner, O. /  Conze, W. /  Koselleck, R .，S tu ttg a rt 1978，S. 875-897, hier S. 895ff.

(2) Liidtke, A., “Einleitung. ‘Sicherheif und ‘W ohlfahrf. Aspekte der Polizeigeschichte”，in:
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とであり，犯罪史研究の蓄積がこの警察史研 罪の歴史研究は国家権力の実体としての警察

究の発展に重要な役割を果たした。

犯罪の歴史研究ならびに歴史犯罪学が重要 

な成果をあげたのは1 9 70年代半ば以降のこ 

とである。犯罪史研究の対象地域や時期はさ 

まざまであったが，共通の問題関心として以 

下の四点が挙げられる。第一に，社会的行為 

を犯罪とみなす社会規範ないし刑法規範が， 

歴史的にどのように変容してきたのか，第二 

に，犯罪の形態や種類と，犯罪の原因，第三 

に，支配階級ないし世論の犯罪（者）に対する 

認識，第四に人びとの社会的行為（犯罪）に関 

する自己認識，以上を明らかにすることであ 

る。これらはすぐれて社会史的な問題関心と 

して位置づけられるが，犯罪史研究の社会史 

的意義は人びとの社会的自己表現を国家権力 

との関連で捉えようとするところにある。 と 

りわけ，国家権力による犯罪（者）の 「ラべ 

ル貼り」だけでなく，人びとが法，裁判，秩 

序を要求し，あるいはこれらに衝突する契機 

も視野に収められている。 このような国家と 

人びととの関係を現実の生活世界で媒介した 

のが，近代においてはまさに警察であり，犯

に関心を寄せるようになったのである。

②ドイツ警察史研究の萌芽 

ドイツにおける広義の警察史研究の変遷を 

みてみよう。 1 8世紀までのプロイセンにおい 

ては，広義の「ポリツァイ」は，福祉全般を包 

括 す る 「公共の善き秩序」を意味した。それ 

が 1 9世紀から2 0 世紀にかけて近代的な警察 

に変化していくことになる。警察権や行政管 

轄の歴史的変化に関して，1970年代半ばまで 

の警察史研究では，1 9世紀において広義の警 

察が福祉機能から分離し，「秩序確保」と 「危 

険防除」という二重の課題に制限されて，近 

代的警察概念が生成する局面が分析されてい
(5)
た。 しかし，法制史的理解にとどまらず，警 

察の実態をも視野に据えた包括的な歴史研究 

が本格化するのは，その後8 0年代半ばにかけ 

てのことである。

この萌芽期における警察史研究の特徴は， 

問題関心として，「国家の暴力独占」の装置と 

しての警察を近代社会との関係で捉えようと 

した点，分析対象として，1 9 世紀から第一次

‘S icherh e it und ‘W ohlfahrt’ : Polizei, Gesellschaft und Herrschaft im  19. und 20. Jahrhun- 
dert , hrsg. v. Liidtke, Frankfurt a. M .1992, S. 7—33, hier S. 22.

⑶わが国における研究紹介として，矢 野 久 「<歴史犯罪学〉の成果と展望一 西欧における犯罪の社 

会史研究を中心に—— （上）/  (下) 」『三田学会雑誌』8 2 卷 2 / 3 号 （1989年 7 / 1 0 月，40- 56 /  
144-162頁) ，同 「【犯罪 • 刑罰】フーコーと下からの社会史」『社会史への途』竹岡敬温 / 川北稔 

編 （有斐閣，1995年，261-281頁) ，同 「ナチズムのなかの2 0世紀—— 総括と展望」『ナチズムのな 

かの2 0世紀』川越 修 / 矢 野 編 （柏書房，2002年，314-329頁) ，同 「犯罪史ドイツ史からの展 

望」『社会経済史学の課題と展望』社会経済史学会編（有斐閣，2002年，440-452頁)。

C4) Ludtke /  Reinke, H., “Crime, police, and the ‘good order’： Germ any” , in: Crime history 
and histories o f crime: studies in the historiography o f crime and criminal justice in modern 
history, Emsley, C. /  Knafla, L. A. (eds.), W estport 1996, p. 108—137, here p. 127.

(5) Gutz, V., Allgemeines Polizei- und Ordnungsrecht. 9. Aufl., G ottingen 1988, S. 14ff.
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世界大戦期にかけてのプロイセンを重点的に
(6 )

扱った点にある。 ここでは，二つの研究をと 

りあげる。

リュトケは，階層分化が進展するプロイセ 

ン社会において「公共の安寧と秩序」を維持 

するために，監視と統制を担う新しい警察網 

が，1815年以降とりわけ2 0年代から3 0 年代 

にかけて緊密化する過程を明らかにした。彼 

の独自性は，警察の物理的暴力の行使のみな 

らず，「象徴的」な作用にも着眼したことにあ 

る。とはいえ当該期には国家地方警察や自治 

体警察といったさまざまな形態が並存してい 

たのであり，これらが決定的な統合局面を迎 

えるのは4 8 年革命から反動期にかけてであっ 

た。彼は，警察によって革命勢力を弾圧する 

国家権力を重視し，この国家権力の確立に，そ

の後ナチ体制下で大衆的な抵抗が欠落した原
(7)

因をみている。

もう一つは，対象時期としては 1 9 世紀後 

半期から 2 0 世紀初頭を扱うフンクの研究で 

ある。彼は，「ベルリン警官隊」に，「命令と 

服従」にみられる軍隊的な性格と並んで，市 

民生活 に 「安寧と秩序」を保証するという大 

都市警察としての性格を見出す。この両者を 

媒介したのが市民層の妥協であったと主張す

る点に彼の独創性がある。市民層は警察の私 

的領域への強制的な介入に対して，批判的な 

立場をとってきたにもかかわらず，急速なエ 

業化•都市化に伴って膨張する下層階級に対 

する恐れから，官憲的な監視や取締りを容認 

するに至ったという。1880 /  9 0 年代にかけ 

ては，ベルリンの街頭にたむろする酔っ払い， 

浮浪者，売春婦やその「ひも」，盗人，怠惰者 

といった目前の危険や暴力的な社会運動に対 

する不安から，市民層は自らの安全と財産を 

守るために警察の出動を要請するという図式 

が形成されたと主張する。一方，警察の刑事 

課題については，犯罪学といった科学的アブ 

ローチの援用にもとづいて，警察は官僚制か 

ら脱却した柔軟な知と技術によって「予防的 

犯罪撲滅」をめざしたという。

フンクは，プロイセン警察が国家による物 

理的暴力の行使を合法化していく過程を政治• 
経済 • 社会の諸変化との関連で捉えることで， 

ドイツ史の特殊性を析出している9。 戦後警察 

との関係でいえば，このような歴史的理解は 

戦後西ドイツ国家の説明にも密接に関連して 

いた。ヴェルケンティンは政治学的見地から

「プロイセン警察の復古」の問題を批判的に検
( 10)

討している。

(6) Ludtke /  Reinke, “Crim e” , p. 117.
C7) Ludtke, ‘ G em einwohl!, Polizei und ‘Festungspraxis'. Staatliche Gewaltsamkeit und innere

Verwaltung in Preufien, 1815-1850, G ottingen 1982, S. 348ff.
(8) Funk, A., Polizei und Rechtsstaat. Die Entwicklung des staatlichen Gewaltmonopols in

Preufien 1848-1914, Frankfurt a. M. /  New York 1986, S. 244ff. u. 275ff.
(9) Funk, Polizei und Rechtsstaat, S. 17ff. u. 312ff.
(10) Vgl. W erkentin, F., Die Restauration der deutschen Polizei. Innere Rustung von 1945 

bis zur Notstandsgesetzgebung, Frankfurt a. M . 1 9 8 4 .近年のフンクの指摘もみよ。Funk, “Die 
Entstehung der Exekutivpolizei im Kaiserreich” , in: Innere Sicherheit, Demokratie und In-
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1 9 8 0年代半ば以降になると，異なる観点 供している。ルール地方に目を転じたイエッ

からも近代ドイツの警察が議論されるように
( 11)

なった。 政治警察の展開についてはジーマン

が，プロイセンを越えてドイツ連邦の諸国家

に目を向け，効率的な証拠調査と容疑者の収

監をねらいとする諜報網の構築が，後の社会

主義運動の鎮圧に決定的役割を担ったと主張 
( 12)

している。 ニチュケは，1 9世紀初頭のリッペ 

における地方警察に焦点を当て，「犯罪撲滅」 

を目指して警察改革が展開する過程を明らか 

にした。 南西ドイツ諸都市を対象としてヴィ 

ルジンクは，盗賊団撲滅のために新設された 

地方警察による下層民や学生の取締まりを経 

て，官僚的近代国家が広範な社会階層を掌握
( 14)

する過程を分析している。

とくに「上から」の 「国家の暴力独占」とい 

う理解に対しては，地域研究が異なる像を提

センは，企 業 家 が 「信頼するに足る」労働者 

から私的な治安組織を構成し，2 0 世紀初頭の

炭鉱ストライキを機にその警察的機能を強化
( 15)

していく過程を明らかにした。 またラインケ 

は，ラインラントの諸都市を対象に，第一次 

世界大戦時まで各々の都市警察がさまざまな 

福祉業務に従事していたとし，これらの国家 

警察化をヴァイマル期にみている6。

以上の研究から明らかになるのは， ドイツ 

では歴史的にみて，警察が，福祉機能から分 

離し，「秩序確保」と 「危険防除」課題に限定 

された近代的警察へと移行する過程が，実態 

レヴェルにおいては，さまざまな様相を呈し 

容易には進行しなかった点である。

nere Sicherheit in Deutschland, hrsg. v. Lange, H.-J., Opladen 2000, s . 11—2 7, hier S . 11 u. 
25.

( 1 1 ) ニチユケは，“deutsche Polizeigeschichte” を “Geschichte der deutschen Polizei(en)” として 

注記し，地域性や部門• 職階間の差異に着眼すべきとしている。Vorwort v. Nitschke, P., in: Die 
Deutsche Polizei und ihre Geschichte: Beitrage zu einem  distanzierten Verhaltnis, hrsg. v. 
Nitschke, Hilden 1996, S. 8f.

(12) Vgl. Siemann, W ., ‘Deutschlands Ruhe, Sicherheit und O rdnung.' Die AnfUnge der poli- 
tischen Polizei in Deutschland 1806-1866, Tubingen 1985.

(13) Vgl. Nitschke, VerbrechensbekUmpfung und Verwaltung. Die Entstehung der Polizei in der 
Grafschaft Lippe 1700-1814, M unster /  New York 1990.

(14) Vgl. W irsing, B., “‘Gleichsam m it Soldatenstrenge’： Neue Polizei in suddeutschen Stadten. 
Zu Polizeiverhalten und Burger-W idersetzlichkeit im Vormarz”，in: ‘S icherheit' und ‘Wohl- 
fahrt', S. 65—94.

(15) Vgl. Jessen, R., Polizei im  Industrierevier. M odernisierung und Herrschaftspraxis im  west- 
falischen Ruhrgebiet 1848-1914, G ottingen 1991; ders, “W ohlfahrt und die Anfange des mod- 
ernen Sozialstaats in PreuBen w ahrend des Kaiserreichs” , in: Geschichte und Gesellschaft, 
20. Jg. /  Heft 2 ,1994, S. 157-180.

(16) Vgl. Reinke, “‘... ha t sich ein politischer und wirtschaftlicher Polizeistaat entwickelt’. 
Polizei und GroBstadt im Rheinland vom Vorabend des Ersten Weltkrieges bis zum  Beginn 
der zwanziger Jahre”，in: ‘S icherheit' und ‘W ohlfahrt', S. 219—242.
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③ 「警察の社会史」の研究史的意義 

イギリスのドイツ史家エヴァンスの指摘に 

よれば，ドイツの警察史研究は1980年代半ば 

に重要な局面を迎えた。 第一に，医学，司法， 

軍部によるナチ犯罪への関与が問題化され， 

警察にも批判が向けられるようになった。こ 

のことによってヴァイマル期からナチ期の警 

察史研究が本格化し，秩序警察，刑事警察，ゲ 

シュタポという警察組織へと対象が拡大して 

いる。第二に，日常史研究の台頭にともなっ 

て，末端レヴェルの「警察実践」の分析をとお 

して，警察の実態が研究されるようになった。

この点は歴史学全般の変化と連動している。 

中央レヴェルにおける制度•組織の変遷の構 

造的理解に抗しつつ登場した，ミクロレヴェ 

ル の 「日常」への視覚は，社会内部における 

国家の権力行使のメカニズムに眼を向けた。 

リュトケは，暴動や不穏の対処が業務規定で 

はなく，「現場」における警察官の裁量に委ね 

られていたとし，彼らが暴徒に対して抱いた 

「不安」が，「悪循環」を伴って，物理的な暴

カ行使のみならず，暴力の象徴的作用をも強
(18)

めていくことになったと指摘している。

この象徴的作用は狭義の警察に限定されな 

い。近代化の過程で個別専門化した福祉行政 

を広義の警察権力との関係でとらえることに

より，さまざまな社会領域の「警察化」の歴史 

研究の拡大が図られている。この警察権力の 

歴史的展開を分析するにあたって，フーコー

の規律化の問題が批判的に検討されている点
( 19)

は注目に値する。

以上のように，ドイツの警察史研究は，1970 
年代以降，警察を国家権力の手段として捉え， 

その確立と展開の過程を社会の変化と関連づ 

けて分析するようになった。とりわけ8 0 年 

代半ば以降，犯罪史研究と連動し，さまざま 

な領域における規律化権力が広義の警察とし 

て捉えられ，ミクロレヴェルの権力行使のメ 

カニズムが人びとの行為や抵抗との関係にお 

いて明らかにされた点で，すぐれて社会史的 

な意義をもちうるものとなった。今世紀にか 

けて警察史研究は，戦後警察をも本格的な考

察の対象とする局面を迎えているが，「警察の
(20)

社会史」 をめざして歴史研究が進展する背景 

には，歴史学がナチ犯罪の実態究明に積極的 

に従事したことがある。

I I I 警察制度•組織の諸側面

方法としてのドイツ警察史研究の整理から 

も，地域や末端の職階レヴェルにまで研究の 

対象が拡大したことがうかがえる。そこで第

(17) Evans, R. J., “Polizei, Politik und Gesellschaft in Deutschland 1700-1933” ，in: Geschichte 
und Gesellschaft, 22. Jg. /  Heft 4 ,1996, S. 609—628, hier S. 627.

(18) Ludtke, “Einleitung”，S. 8.
(19) Ludtke, “Einleitung” , S. 26ff.; Evans, “Polizei” , S. 6 2 8 .矢 野 「総括と展望」，316-320 頁。

(20) Vgl. Jessen, “Polizei und Gesellschaft. Zum Paradigmenwechse丄in der Polizeiffeschichts- 
forschung” , in: Die G estapo-M ythos und Realitat, hrsg. v. P a u l ,G . /  M allm ann, K .-M.， 

D arm stad t 1995，S. 19—43.
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I I I節及び I V 節では，個々の研究の内容を具 機関となるべき共和国刑事警察局の設立が頓

体的にみることにする。その際第 I I I節では， 

ヴァイマル期からナチ期を経て戦後に至る時 

期における警察制度•組織の歴史研究に焦点 

を当てる。

①ドイツ警察の中央集権化

1980年代後半以降に，警察の歴史研究が携 

わった議論のひとつとして，ヴァイマルから 

ナチス • ドイツにかけての歴史的連続•断絶 

の問題が挙げられる。 まずレスマンの研究を 

みてみよう。彼はプロイセン治安警察の軍隊 

的構造の連続性を主張する。ヴェルサイユ体 

制下でドイツの軍縮が求められたことにより， 

警察は準軍事的組織としての色彩を強めた。 

彼によれば，社民連立政党の内務相も体制基 

盤の維持を優先したことにより，治安警察は 

「かつてのプロイセン軍の後継者」としてナチ 

期に受け継がれたのである。

ヴアグナ一は，刑事警察の連続性を明らか 

にした。諸州の刑事課題を取りまとめる上位

挫し，1 9 2 5年以降プロイセン当局が実質的 

に国内の刑事警察機構を統轄するに至った。 

この変化と並行して実証されたのは，1 9世紀 

後半以降のプロフェッショナル化の過程であ
(2 3 )
る。

ナチ期において際立つ現象は，警察権力が

国家保安部に集中し，警察部門が「秩序警察」

と 「保安警察」に再編されたことによって，従

来の警察構造が変化した点であI 4。 しかしな

がら最近の研究において明らかとなっている

のは，一般的な行政領域と同様に警察に関し

ても，人員改編をはじめとしてさほど劇的な

構造改革には至らなかったことである。ナチ

スによる警察勢力への侵入は，「遅れて始まり，
(2 5 )

完結しなかった」のである。またナチスの政 

権穫得から大量虐殺へと至る経路は，合目的 

的に展開したわけではなかった。その都度の 

状況変化に対応して，繰り返し変質を伴い展 

開したというのである。

ナチスに対する警察職員の反応はさまざま

(2丄） Ludtke /  Reinke, “Crim e” , p.121; Reinke, “Polizeigeschichte in Deutschland. Ein Uber- 
blick” , in: Die Deutsche Polizei，S. 13—26, hier S. 17f.; Lessm ann-F.，P., “W eimarer Republik: 
Poizei im dem okratischen R echtsstaat am Beispiel PreuBens” , in: Innere Sicherheit，S. 29—50, 
hier S. 45.

(22) Lessmann, Die preufiische Schutzpolizei in der W eimarer Republik. Streifendienst und  
Strafienkam pf，Dusseldorf 1989，S. 415.

(23) Vgl. Wagner, P., Volksgemeinschaft ohne Verbrecher. K onzeption und Praxis der Krim i- 
nalpolizei in der Zeit der W eimarer Republik und des Nationalsozialism us，Ham burg 1996.

(24) W illhelm, F .，Die Polizei im  NS-Staat. Die Geschichte ihrer Organisation im  Uberblick， 
Paderborn  1997，S. 39; Nitschke, “Polizei im NS-System” ，in: Innere Sicherheit，S. 52—65, 
hier S.54f. u. 58ff.; Noethen, S., Alte Kameraden und neue Kollegen. Polizei in  Nordrhein- 
W estfalen 1945-1953, Essen 2002，S. 36ff. u. 45ff.

(25) Gellately, R .，Die Gestapo und die deutsche Gesellschaft. Die Durchsetzung der Rassen- 
politik 1933-1945, Paderborn  1993，S. 89; Nitschke, “NS-System” , S. 52f.
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であった。ヴァイマル末期以降，警察上層部 

がナチ化する一方で，レスマンが明らかにし

たように，下級職員の労働組合組織において
(2 6 )

はナチスとの接触はみられなかった。 それに

対してネーテンは，「強制的ないしは自動的」

なナチスと警察との統合過程に注目し，S S と

秩 序 • 保安警察との間における職位の「互換

性」を提示している。ラインケが指摘するよ

うに，「命令と服従」という軍隊的規律が，新

し い 「上官」への忠誠を保証したのか，ある

いは反共イデオロギーが警察官のナチスへの

統合を容易にしたのかといった問題は，今後 
(2 8 )

の研究に委ねられている。

① 「脱警察化」

連合国管理理事会が掲げた占領政策の基本 

原理は，分権化 • 非軍事化 • 非ナチ化•民主化
(2 9 )

である。 この基本路線がドイツ警察の制度• 
組織の再編にあたりどのように具体化された 

のかについては，ヴェルケンテインが詳細に 

研究している。英軍占領地区を例にとってみ 

ると，都市ないし県レヴェルに分権化された 

警察組織内部に，議会が構成する「公安委員 

会」が設置されたことは，警察に対する市民 

の関与を保証し，伝統的に内務省に集中して 

いた警察権力のヒエラルキーを解体したとい

う点で， ドイツ警察史上の重要な転換点とな
(3 0 )

りえた。

一方リヒターは，英軍占領地区を例に末端 

の警察行政に眼を向け，自治体行政及び警察 

当局，さらに州内務省との利害関係における 

「脱警察化」の過程を分析した。自治体行政 

は，主に財政上の理由から，「公共の秩序」と 

いう広範な行政警察機能を担うことに困難を 

抱え，警察当局は「本来」の治安課題に専従 

することで，組織的な自律性と積極的な社会 

的イメージを確保する可能性を有したという。 

た だ し 「治安維持」のための警察の強制手段 

が，1931年 の 「プロイセン警察法」によって 

保証されていた点を見逃してはならない。彼 

の分析はノルトライン•ヴエストフアーレン 

州内務省が警察権限を統轄する過程にも向け 

られており，自治体行政による治安政令の策 

定を禁止すると同時に，「公共の秩序」ではな 

く 「公共の安寧」 という新たな課題のために 

直属の警察を要求するという同省の方針を明 

らかにした。後者の方針は，秩序課題におけ 

る負荷の軽減という自治体警察側の要求を保 

証したものであったという。4 8年 3 月 1 日の 

「英軍占領地域におけるドイツ警察再建」に関 

する英軍指令第1 3 5号は，諸州において政府 

及び議会を当初の改革路線に繋ぎとめたもの

(26) Lessmann, Die preufiische Schutzpolizei，S. 379ff.
(27) Noethen, Kam eraden，S. 34. 「強制を伴った志願」についても検討の余地がある。

(28) Reinke, “Uberblick” , S. 22f.
( 2 9 ) 戦時中の警察再編計画については以下に詳しい。Werkentin, R estauration，S14ff.; Noethen, 

Kam eraden，S. 59ff.
(30) W erkentin, Restauration，S. 25ff. u. 39ff.; Reinke /  Furm etz, G .，“Polizei-Politik in Deutsch

land unter alliierter Besatzung” , in: Innere S ic h e rh e it，S. 67—86, hier S. 73ff.
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の， 50 年代初頭には州警察権の制度化に伴っ 察官養成施設が実現しなかったことについて，

て公安委員会の地位も弱体化し，「脱警察化」 

は組織の編成上実現したに過ぎず，この過程 

について彼はむしろ「警察化」を主張する1。 

今後ますますミクロレヴェルの実態分析が必 

要となっている。

治安の危機的状況とその対処に向けた警察 

人員の不足に直面して，非ナチ化路線は当初 

から矛盾を伴って展開した。 英軍占領地区の 

警察人員改革の実態について一連の研究が公 

刊されている。ハンブルクを対象に，シュタ 

インボルン / シャンツェンバッハは，占領初 

期においては，ナチ犯罪に関与した警察職員 

がヴァイマル期以来の反ナチ勢力によって代 

替されたが，1947年を境に職場復帰の機会が 

増大したことを明らかにした。 ブレーメンを 

例にヴァグナ一は，4 6 年以降，旧職員の復帰 

によって「4 5 年の構造改革の修正」がもたら 

されたと主張している。 ノルトライン•ヴェ 

ストファーレン州内の各地に関してはネーテ 

ンが，幹部から下級職員に至る警察官解雇の 

一貫性を欠いた状況を明らかにしている。結 

果的に若年層及び女性の幹部起用や新たな警

彼はドイツ当局のみならず，「東欧における警 

察の犯罪行為をよく知っていながら」， 人員 

改革を断念せざるをえなかった英占領軍にも 

批判の眼を向けている。

以上のように，英軍占領地区に関する近年 

の研究をみる限り，「民主化」に向けた警察改 

革を巡って複雑な利害関係と多様な実態が浮 

き彫りになる。マクロレヴェルの動向につい 

ていえば， ドイツ当局との軋轢や東西対立の 

進展にもかかわらず，西側連合軍が当初の組 

織改革構想に固執する局面もあった。フュル 

メツ / ラインケによれば，1 9 49年 4 月の時 

点で連邦の警察権限を将来的に制限すること 

が意図され，9 月においても高等弁務官会議 

が各州政府に向けて警察を分権的，非軍事的 

に機能制限するように通達を出している。し 

たがって，占領政策の失敗と非民主的な警察 

モデルの「復古」 というヴェルケンテインの 

理解は，個別研究の蓄積をもとに再検討され 

る必要がでてきている。

以上，ヴァイマル期から戦後へと至る警察 

の制度•組織の変遷に関する近年の歴史研究

〔3丄） Vgl. Richter, J. S., “‘Entpolizeilichung’ der offentlichen Ordnung. Die Reform der Verwal- 
tungspolizei in der britischen Besatzungzone 1945—1955” ，in: Nachkriegspolizei. Sicherheit 
und Ordnung in  Ost- und W estdeutschland 1945-1969, hrsg. v. Furm etz /  Reinke /  Wein- 
hauer, K .，Ham burg 2001，S. 35—50.

(32) W erkentin, Resta^v^ration, S. 34ff.; W agner, “Kriminalpolizei und ‘innere Sicherheit’ in Bre
men und N orddeutschland zwischen 1942 und 1949” ，in: Norddeutschland im  Nationalsozia- 
lismus, hrsg. v. Bajohr, F .，Ham burg 1993，S. 239—265. hier, S. 257; Reinke /  Furm etz, 
“Polizei-Politik” , S. 74 u. 82.

(33) Steinborn, N. /  Schanzenbach, K. Die Hamburger Polizei nach 1945, ein Neuanfang, der 
keiner war, Ham burg 1990，S. 20ff. u. 74ff.

(34) Wagner, “Kriminalpolizei” , S. 257.
35) Noethen, Kam eraden , S. 59ff.
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を紹介した。1 9世紀以来警察行政は州の専権 部門へ専門分化する一方で，実態レヴェルで

事項であり，したがって，ナチ期の中央集権 

化を歴史的断絶として，戦 後 を 「零時点」か 

らヴァイマル•モデルへの回帰として位置づ 

けることもできよう。しかし，さまざまなア 

クタ一が関わることによって警察配置を巡る 

制 度 • 組織綱領は，末端において多様な実態 

を伴っていた。ここから浮き上がるのは，末 

端における警察配置と密接に関係していた治 

安課題が，具体的にどのように警察（官）に 

よって認識され対処されていたのかという問 

題である。この問題を第I V 節で検討する。

I V 警 察 の 「現場」

「現場」で警察（官）がどのような課題意識を 

もって行動したのか，また住民や「犯 罪 （者)」 

にどのように接したのか。第 I I I 節と同じく 

ヴァイマル期から戦後に至る時期を対象に研 

究史を整理する。

①警察の日常業務とテロル

ヴァイマル期においては，警察は犯罪訴追 

及び危険防除に専従すべく，従来様々な福祉 

行政課題を担っていた警察行政が個別の行政

は依然として伝統的な警察業務も継続してい 

た。個々の業務についてみておこう。ニーン 

ハウスによれば，女性警察官が独自の「倫理 

観」にもとづいて「青少年保護」の任に当たっ

ていたことは 1 9 世紀後半に起源をもつもの
(36)

で，ヴァイマル期にも継続していた。 またク 

ルーは，青少年福祉局と両親の側からも警察 

に よ る 「青少年保護」が要望されていたとし 

て，ヴァイマル期における家族の「警察化」の
(3 7 )

進展をみている。

特記すべきは交通警察に関するラインケの 

研究である。モータリゼーションを背景とし 

た警察の道路交通規制は，ヴァイマル期の新 

たな現象であり，道路利用者に階層を越えて 

新たな規範を課したが，その一方で広範な住 

民層が交通規制を必要とし，住民の警察認識
(3 8 )

を変化させる転機となったと彼は主張する。

以上の研究から，「公共の安寧と秩序」を維 

持する福祉警察課題は，近代化の過程で解消 

されたのではなく補強されたことが明らかと 

なる。 しかし，ヴァイマル期の警察は，政治 

的紛争の対処に負われ，警察がこのような日

常業務に十分な成果をあげるのはナチ期にお
(3 9 )

いてである。

(36) Vgl. Nienhaus, U.， “E insatz fur die ‘Sittlichkeit’. Die Anfange der weiblichen Polizei im 
W ilhelminischen Kaiserreich und in der W eimarer Republik” , in: ‘S icherheit' und ‘W ohlfahrt'， 
S. 243-266.

(37) Vgl. Crew, D .，“Eine Elternschaft zu D ritt. — Staatliche Eltern? Jugendwohlfahrt und Kon- 
trolle der Familie in der W eimarer Republik 1919—1933” ，in: ‘S icherheit' und ‘W ohlfahrt'，S. 
267-294.

(38) Vgl. Reinke, “Polizei und GroBstadt” .
(39) B e sse l,R .，“M ilitarisierung und Modernisierung: Polizeiliches Handeln in der W eimarer 

Republik” , in: ‘S icherheit' und ‘W ohlfahrt'，S. 323—343, hier S. 325.
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ナチスの犯罪者取締りについては，1942年 

以降のブレーメンに焦点を当てたヴアグナー 

の研究が挙げられる。特記すべきは，ナチス， 

ドイツの警察部門のなかでも最近まで「無罪」 

とされてきた刑事警察のナチ犯罪への関与が 

明らかになったことである。彼によると，物 

質的欠乏のなかで外国人労働者，逃亡者だけ 

でなく一般住民までもが窃盗団，及び窃盗品 

の流通ネットワークを構築しており，それに 

よって「戦時経済犯罪」が増加したのに対し， 

ブレーメン刑事警察官庁はこの犯罪を刑法的 

課題としてではなく，「イデオロギーの逸脱」 

による危急の政治課題として独自に取締まっ 

たという。「国内治安」確保に向けた「予防的 

犯罪撲滅」という刑事課題において，ゲシュ 

タ ポ が 「密接」に協力し，さらに検事や特別 

法廷といった司法機関も，事実認定において 

「刑事警察が手掛けたメモ，報告，調書の受取
(4 0 )

人」に過ぎなくなっていたという。

「青少年保護」に関するムローの研究も，日 

常レヴェルの統制実践を扱っている。1940 /  
4 3 年 の 「青少年保護警察令」 によって，帝国 

内すべての「逸脱的」な青少年に対する検挙 

から課罰に至る一連の措置が，警察の業務レ 

ヴェルで完結していたという。

一方ニチュケは，業務レヴェルでのナチス 

の受容を分析した。彼によれば，第一に，ナ 

チスは「予防的犯罪撲滅」という近代的な警察 

課題をいっそう谁進した。第二に，犯罪撲滅 

の実践に当たって，「現場」の職員が広範な自 

己裁量権を手にした。これは，「法廷の完全な 

排除」による無制限の警察権力という意味で， 

警察の近代化に逆行する局面であった。この 

ニ面性によってナチスの警察改編は，現場職 

員にとって「前進的」なものと歓迎され，労 

慟忌避者，不良少年，同性愛者などの「反社

会的分子」に対する統制も可能になったとい
4 3 )う。)

秩序警察によるテロ行為，とりわけ東部占 

領地域における秩序警察部隊による犯罪につ 

いては，ブラウニングがポーランドでの「第 

1 0 1警察予備大隊」の犯罪行為の実態を明ら 

かにした。中年層の予備役隊員のなかにはナ 

チ•イデオロギーに異を唱える者もいる状況 

において，何故，「普通の人びと」が殺戮行為 

に積極的に加担しえたのか。彼は，イデオロ 

ギー的な動機や「権威主義的パーソナリティ」 

にみられる心理学的作用，また作業過程の断 

片化，日常手順化，官僚制的な非人格化といっ 

た諸要因を過大評価せず，むしろ警察予備大

(40) Vgl. W agner, “Kriminalpolizei” .
(4丄） Polizeiverordnung zum Schutze der Jugend, vom 9. 3 . 1940, R G B l.I，S. 499; Polizeiverord- 

nung zum Schutze der Jugend, vom 10. 6 . 1943，R G B l.I，S. 349.
(42) Mulot, T .，“Erzieher in Uniform. Polizisten und Polizistinnen und ihr Umgang m it 

Jugendlichen im Zweiten W eltkrieg und in der Nachkriegszeit 1939—1952” ，in: Nachkriegs- 
pohzei, S. 255- 275, hier S. 257ff.;拙稿 「戦後西ドイツにおける青少年保護の史的考察—— デュッセ 

ルドルフ市青少年保護週間（1953年）に至る制度と実践」（慶應義塾大学大学院経済学研究科2003 
年度修士論文)，4 - 6 頁。

(43) Nitschke, “NS-System” , S. 56f.
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隊という集団内部の「同僚との人間関係」な ゲシュタポ人員が不足していた状況下での密

どにもとづいた「合理的」な行動様式を重視す 

る。しかし，ネーテンも指摘するように，犯罪 

行為への関与が明らかにされているのは，戦 

時中に実在した，総じて百個を超す予備大隊 

のうち三分の一程度に過ぎない。 全貌の究明 

が必要となろう。

銃後の住民と警察の関係についても，ゲシュ 

タポの業務実態をとおして分析が深められて 

いる。ゲシュタポ研究自体は既に1 9 50年代 

に始まっていたが，「上から」の監視によるゲ 

シュタポの「全能性」，及び社会空間における 

「偏在性」を強調する頓向にあった。それに対 

し最近では，「下から」の住民の協力に焦点が
(4 6 )

当てられるようになっている。

ジェラトリーは，住民のゲシュタポに寄せ 

る 「密告」に焦点を当てた。政治的•人種的イ 

デオロギ一にもとづいた密告に加えて， ドイ 

ツ人住民同士の日常的な揉め事に由来する無 

数の密告の内実である。ゲシュタポは，デマ 

も含む住民の情報に依拠せざるをえなくなっ 

たという。 さらに彼は，住民による当局への 

情報提供が制度化した東ドイツと比較して，

告行為を社会内部からの権力への積極的な関
(4 8 )

与とみている。

以上の研究から明らかになるように，「予防 

的犯罪撲滅」 と 「自己裁量」にみられた警察 

の現場実践の両面性は，犯罪捜査や新旧の福 

祉課題に従事した末端職員のニーズに応じて 

受容され，結果として極限的な社会統制や抑 

圧に道を開くことにもなりえた。また，個々 

のテロ行為おいてナチ•イデオロギーに帰す 

ことのできない動機も見出される。さらに警 

察が人びとの日常生活を広範囲に把握する背 

景には，社会内部からの慟きかけも存在した。 

なぜ虐殺行為が起こりえたのかという問いに 

対して，近年の歴史研究はより具体的な検討 

材料を提示するようになってきたといえるだ 

ろう。

① 「脱警察化」と 「現場」

既にヴェルケンティンが言及しているよう 

に，連合国管理理事会はドイツ警察の活動領 

域を治安維持，刑法の執行，理事会ないしは 

各国占領軍規定の実施に制限するという構想

(44) Browning, C. R .，Ganz normale MUnner. Das Reserve-Polizeibataillon 101 und die ‘Endlo- 
sung' in  Polen，Reinbek 1993 .〈邦訳：クリストファ一• ブラウニング（谷喬夫訳）『普通の人びと 

—— ホロコーストと第101警察予備大隊』（筑摩書房，1997年)。〉 ，S. 2 4 1 f f .〈邦訳，234-269頁。〉

(45) Noethen, Kam eraden，S. 42.
46) Paul /  M allmann, “Auf dem Wege zu einer Sozialgeschichte des Terrors. Eine Zwischenbi- 

lanz”，in: M ythos und RealitUt，S. 3—18, hier S. 14f.; Reinke, “tjberblick” , S. 2 1 ;M allmann, 
“E inleitung” , in: Die Gestapo im  Zweiten Weltkrieg. ‘H eim atfront' und besetztes Europa， 
hrsg. v. Paul /  M allmann, D arm stadt 2000，S. 1-8, hier S . 1 ;矢野 「総括と展望」，322-325 頁。

(47) Gellately, Rassenpolitik，S . 151 ff.
(48) Vgl. Gellately, “Denunciations in T w entieth-C entury  Germany: Aspects of Selr—Policing 

in the T hird  Reich and the G erm an Dem ocratic Republic” , in: Journal o f Modern H istory， 
V o l.68, No. 4 ,1996, p. 931-965.
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を抱いていた。この「脱警察化」の対象は，米 

軍占領地区を例にとってみると，難民や外国 

人の管理統制，多岐にわたった警察令の策定， 

住民や集会監視などの政治警察活動，私的領
(4 9 )

域への強制介入といった局面である。

しかし現実問題として，犯罪，難民，占領 

軍兵士による不法行為の蔓延が各国占領軍に
(50)

とって重大な治安課題であった。 実践的な現 

実問題に直面して，従来の警察人員が職場復 

帰したことについては第 I I I 節でみたとおり 

である。彼らが積極的に携わった「現場」は， 

外国人，浮浪者，若者，闇市，物資の窃盗，麻 

薬，性病，交通規制にかかわるものであるが， 

「現場」で警察がどのように行動していたのか 

について，実態は定かでない。 しかし，既に戦 

時中にも問題となっていた諸々の「危機的」状 

況下で，警察官は従来培ってきた経験やルー 

チンを受け継いで事に当たろうとしたという 

フュルメツ / ラインケ/ ヴアインハウアー
(5 1 )

の指摘は重要である。 ヴアグナーによれば， 

1 9 51年でも犯罪学の専門雑誌において，「た 

とえ基本法が施行され，帝国刑事警察官庁の 

規定がもはや拘束力をもたなくとも」，現刑事 

官 庁 は 「常習犯」に対して「いわゆる『組織 

的な監視』を引き続き実践している」，とハン 

ブルクの刑事職員が報告していた。

このようにみると，1950年代にかけての戦 

後警察の実態を把握するには，制度•組織改

革といった末端の警察行政にとどまらず，終

戦を迎えた社会状況下で治安当局及び「現場」

の警察官がどのような課題意識を抱き，どの

ような手段を用いて課題に対処したのか，そ

の結果穫得された経験は警察のどのような自

己認識やアピール戦略の形成に反映していっ

たのかといった問題を検討する必要があろう。

以下，個別研究に依拠してその到達点を明ら

かにしたい。警察による状況把握及び対処の

過程を追うことによって，自ずから，住民や

「犯罪者」と警察（官）との接点に眼を向ける

ことにもなろう。

ま ず 「青少年保護」に関するムローの研究

からはじめよう。1939年から 5 2 年の時期を

対象に彼が明らかにしたのは，ハンブルクと

ラインラント諸都市における「青少年保護」実

践の継続である。第一に実践の法制的な根拠

として，40 /  4 3 年 の 「青少年保護警察令」が

戦後も効力を有した。英占領軍によって警察

の課罰規定や強制措置に一定の制限が課せら

れ，青少年福祉局の権限は回復の兆しもみせ

ていたが，しかし第二に，青少年福祉局自体が

「現場」での妨害行為に対し「適格な人物」と

しての警察の介入を必要とした。第三に，巡

回業務や非行少年の補導だけでなく，一部の

文化事業でも，警察による「教育」課題が継 
(53)

続していたというのである。

これは，1952年 1 月における「青少年保護

(49) W erkentin, Restauration，S. 14ff.; Reinke /  Furm etz, “Polzei-Politik” ，S. 81.
(50) W erkentin, Restauration，S. 30.
(51) Furm etz /  Reinke /  W einhauer, “Nachkriegspolizei in Deutschland. Doppelte Polizeige

schichte 1945—1969” ，in: Nachkriegspolizei，S. 7—33, hier S. 16ff.
(52) Wagner, “Kriminalpolizei” , S. 260.

—— 118 (554 ) ——



警察令」の廃止と「青少年保護法」 の施行に 代に至る過程で，青少年問題の対象領域及び

至る過程が，青少年福祉局にイニシアチヴを 

保証した「脱警察化の成功の歴史5」 であった 

というテーゼに対する批判を意味する。この 

点に関してムローは，断片的な事例を挙げる 

にとどまり本格的な実証には達していないも 

のの，積 極 的 な 「警察化」の過程を指摘して 

いる。青少年福祉局が警察から業務課題を引 

継ぐだけでなく，警察の象徴的な威嚇効果を 

も利用したという。彼の着眼点は，戦後の若 

者を巡る警察課題をナチス•ドイツとの歴史 

的な連続性において捉えるところにある。

「青少年保護法」の実践を巡る警察の具体的 

変容については筆者が，デュッセルドルフ市 

青少年福祉局の主催で1 9 53年 5 月に開催を 

迎 え た 「青少年保護週間」と，その開催に至 

るまでの「青少年保護活動」を例として分析 

した。その結果明らかとなった点は以下のよ 

うにまとめられる。

第一に，戦後まもなくノルトライン•ヴェ 

ストファーレン州において，中毒症•性病問 

題に従事する民間団体のイニシアチヴによっ 

て 「青少年保護活動」が開始された。1950年

年齢層の拡大が図られた。「すべての成人が責 

任をもつ」とする「青少年保護」のJ里念におい 

て，警 察 は 「とりわけ」重要な協力者であっ 

た。実践時は，州や連邦レヴェルの「青少年 

保護」の制度化に慟きかけ，各都市及び郡に 

向けては，体 系的な「青少年保護週間」の開
(5 6 )

催によって「教育者の教育」を施している。 

第二に，連邦議会による「青少年保護法」策
(5 7 )

定は，「悪質なヒムラー令」 の撤廃を出発点 

として最終的に警察の関与に関する条文を削 

除した。にもかかわらず立法根拠は一貫して 

警察の介入を前提としている。

第三に，デュッセルドルフ市は，「青少年保 

護法」の普及と遵守をめざして，自他共に「模 

範的」と認める「青少年保護活動」と 「青少年 

保護週間」を実施した。この活動の一環とし 

て，市内各地で日常的に巡回を実施した「青 

少年補導所」は，「課題領域の拡大ゆえに集 

中的な作業が困難になる」として，「警察署の 

編入」による事業再編と人員強化を図ってい 

る9。 「青少年保護週間」の催事としてさまざま 

な職業集団を対象にした啓蒙講演は，青少年

(53) M ulot, “Erzieher in Uniform” , S. 266ff.
(54) Gesetz zum Schutze der Jugend in der Offentlichkeit, vom 4 . 1 2 . 1951，B G B l.I，S. 936.
(55) M ulot, “Erzieher in Uniform” , S. 272.
(56) Deutsche Hauptstelle gegen die Suchtgefahren, A rbeitsbericht uber die Jugendschutz- 

wochen in der Deutschen Bundesrepublik. Okt. 1950 bis Juli 1951，vom 20. Juli 1951，in 
StAD (S tadtarchiv Dusseldorf), IV 18153; A rbeitsstelle “A ktion Jugendschutz” in Nordrhein- 
Westfalen, Kurze E inm nrung in die Aktion “Jugendschutzwochen” ，vom Apr. 1951，in: StAD, 
IV 18153; Landesarbeitsstelle “A ktion Jugendschutz” in Nordrhein-W estfalen, Arbeitsbericht 
der Zeit vom 1 . 4 . 1 9 5 1 - 3 1 . 3 . 1952，vom 18. Juli 1952，in: StAD, IV 18153.

57） Verhandlungen des Bundestages, 1. W ahlperiode, S. 532.
(58) Drucksache des Bundestages, Nr. 1430(neu), S . 12.
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福祉局と警察の双方の要望にもとづいて，警

察職員に対してのみ複数回開かれ，全員の出
(60）

席が義務付けられた。

このように，警察による「青少年保護」が

1950年代の青少年に関する一連の法制化の過

程においても継続していた。しかし，戦後民

主国家における警察と福祉領域の繋がりは，実

質的には新しい「警察実践」として成果をあ

げたのだろうか。これを判断するうえで，啓

蒙講演でどのような「実りある議S 」 がなさ

れ，聴講した警察職員がどのように「青少年

保護活動」を行ったのかが重要となるが，そ

れについては史料の欠如により明らかになら

ない。ムローの研究においても，「補導」ない
(6 2 )

し は 「警告」の具体的な内容は不明である。

「青少年保護」の成果に関して示唆を与え 

てくれるのが，グロートゥムの研究である。 

1950年代後半のニーダーザクセン州を対象に 

彼は，各地の「青少年保護連絡所」の編成と活 

動の過程を明らかにしている。当連絡所は女 

性刑事警察のイニシアチヴによって，非行の 

「予防」に当たっていたが，ハルプシュタルケ 

騒動に直面して「不器用」な対応をみせ，機 

動隊の出動という従来の「治安警察実践」に

頼らざるをえなくなったという。警察による
(63）

「青少年保護」は明らかに限界をみせていた。

別 の 「現場」に目を転じよう。戦後におけ 

る 「公共の安寧と秩序」の確保は，社会問題や 

民意を直接に反映したものでありえたのだろ 

うか。フュルメツはバイェルン州地方警察を 

対象として個々の業務実態を扱っている。警 

察による「月間報告」をもとにした1997年の 

論文において彼は，第一に，犯罪や勤務状況 

に関する「月間報告」は，一方で米占領軍によ 

る要請，他方で伝統的な内務行政の「官僚的 

業務」 として定期的に作成され，内務省から 

末端の役場に至る行政階層間を行き交ったこ 

と，第二に，4 9 年夏以降，警察は，統計を操作 

することによって，「外国人」，「青少年」，「浮 

浪者」を潜在的犯罪者集団としてカテゴリー 

化し，「予防的撲滅」に向けた警察の権限，人 

員，装備の増強を上級官庁に対して要求した 

ことを明らかにしている。さらに第三に，「民 

意」の項目において，警察の主観が民意とし 

て書き換えられていたという局面が明らかに 

なっている。「外国人犯罪」を巡る「民意」の 

例では，外国人に対する率直な嫌悪の描写と 

いうよりはむしろ，反権威的な「公衆」に対

(59) M ittag，15. 4 . 1953; Rheinische P ost，2 1 .4 .1 9 5 3 .
C60) Der O berstadtdirektor in Dusseldorf (Jugendam t), an den Chef der Polizei in Dusseldorf, 

den 30. 3 . 1953，in: StAD, IV 18153; Der Chef der Polizei der Polizeibehorde in Dusseldorf, 
an den O berstadtdirektor in Dusseldorf (Jugendam t), den 3 1 . 3 . 1953，in: StAD, IV 18153.

(61) Niederschrift uber Sitzung des Jugendam tsausschusses am  27. 5 . 1953, in: StAD, IV 18153; 
Bericht uber die Jugendschutzwochen der L andeshauptstadt Dusseldorf vom 3.-17. Mai 1953, 
StAD, IV 18153.

(62) Mulot, “Erzieher in Uniform” , S.269f.
(63) Vgl. G rotum , T .，“Jugendliche O rdnungsstorer. Polizei und Halbstarken-Krawalle in Nieder-

sachsen 1956—1959”，in: Nachkriegspolizei，S. 277—302.
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する現行の執行能力に鑑みて，フラストレー 

ションの吐露，警察力強化の要求，及び対処 

イデオロギーに関する叙述がなされていたと 

いうのである。以上をふまえて彼は，自らコ 

ントロールしうる程度の「危機的」な治安状 

況を絶えず「でっちあげ」続けることによっ 

て，警察が自らの活動と地位を強化する機会 

をもちえたと結論付ける。

続く 1998年の論文ではフュルメツは，実際 

に住民が寄せた告発• 届出 • 密告と，それに対 

する警察の対応を扱っている。第一に，闇市 

取引の摘発に関して，住民から市長に至るま 

で 「闇商人」の撲滅をまともには支持してお 

らず，警察は成果をあげることができなかっ 

たという。「治安当局のフラストレーション 

が鎮まる」のは，通貨改革を経て闇市が自然 

消滅してからである。第二に，近隣住民同士 

や家庭内の諍いへの介入に警察は慎重であっ 

た。これに対して州内務省は，「犯罪の有無に 

かかわらず」積極的に行動するように叱責し 

たほどである。治安維持に有効な警察と住民 

のコミュニケーションは成立しなかったこと 

が明らかになる。しかし第三に，売春，婦女 

子 の 「非行」，「ふしだらな」生活状況に対し 

ては，住民と警察の共同作業が効果的に機能 

した。ただし，告発の動機と，警察の規律化

要求は一致するものではなかった。彼によれ 

ば，告発の信憑性を問わず警察は積極的に対 

応し，嫌疑者を「好ましからざる分子」や 「反 

社会的家族ならびに分子」に分類した。その 

「成果」が警察権限を担保したという。以上， 

戦後西ドイツの「一見すると密告の乏しいコ 

ンテクスト」における地域的な事例から，彼 

は，警察が住民との間の日常的接触から恣意 

的に情報を整理，統合，操作する局面を析出
(65)

している。

最近では，交通警察課題を巡る2001年の論 

文でフュルメツは，交通警備隊が，闇市摘発 

などの多様な業務を経て1 9 5 0年代にかけて 

プロフェッショナル化する過程を明らかにし 

た。戦後のモータリゼーションによって人び 

とも交通規制を要求するなかで，第一に，52
年 1 2 月に連邦レヴェルで成立した「道路交通

(66)
安全法」 は警察やバイェルン州政府の意向に 

沿うことはなかった。道路利用者の自己責任 

に信頼を置き，警察による課罰規定の強化や 

介入権限の拡大は盛り込まれなかったからで 

ある。そのため，バイェルン州警察は5 0年代 

に刑罰による威嚇と積極的な犯罪予防という 

二重の戦略を谁し進めたという。第二に，日 

常的な交通監視活動や交通道徳活動に際して， 

民間レヴェルの協力も存在した。前者に関し

C64) V gl.F urm etz , “‘Betrifft: Sicherheitszustand’一 K rim inalitatsw ahrnehm ung und Stimmungs- 
analysen in den M onatsberichten der bayerischen Landpolizei nach 1945” ，in: 1999. Zeit- 
schrift fUr Sozialgeschichte des 20. und 2 1 . Jahrhunderts，Heft 3，1997，S. 39—54.

(65) Vgl. Furm etz, “Last oder Hilfe fur die Polizei? Anzeigen, M eldungen und Denunziationen 
im Nachkriegsbayern” , in : Sozialwissenschajtliche In form ationen，27. Jg. /  Heft 2，1998，S. 
138-143.

(66) Gesetz zur Sicherung des StraBenverkehrs von 1 9 . 1 2 . 1952，B G B l.I，S. 832—836.
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て，警察は「法廷で利用できない些細な密告の 

数々に」拒絶反応を示し，後者の活動として， 

当初警察が準備した「交通教育週間」や 「交 

通事故防止週間」の運営について，地域団体 

に委ねることになったという。第三に，警察 

も独自に，青少年•児童に対する交通教育や 

市内交通整理に従事し，「善きお巡りさん」と 

しての活動に努めた。このような過程をふま 

えてフュルメツは，警察による規律化は1 9世 

紀にはプロレタリア下層に向けられていたの 

に対し，2 0 世紀においては広範な道路利用者 

に向けられ，しかも彼らの違反意識の欠如に 

対して成果をあげられず，規律化は限界に突 

き当たっていたと結論付けている。その一方 

で，若年層に対する教育や交通整理の分野に 

おいて，交通警察はプロ集団としてのイメー 

ジを穫得する機会を有したという。

以上，フュルメツの研究を詳細に紹介した。 

彼の議論の核は，警察が権限を担保すべく， 

「成果」をあげるために，犯 罪 （者）や住民と 

作為的に関わっていたという事実である。た 

だし，「月間報告」に関する論文においては， 

「外国人」以外のカテゴリーの具体的事例は言 

及されないままであり，「密告」を対象とした 

分析も事例報告に乏しく試論の段階に留まっ 

ているのが現状である。ま た 「交通警察」に 

関しても，全体の過程を自治体警察との関連 

で把握することが望まれよう。 しかし本節を 

とおして明らかになったのは， ドイツ警察の

制 度 • 組織の変化に依存することなく，警察 

と福祉行政との繋がりが，「現場」において継 

続していたということである。

V おわりに

以上の研究史の検討からわかるように， ド 

イツの警察史研究は近年，警察が関与したナ 

チ犯罪の実態を明らかにし，さらに戦後警察 

をも対象として扱うようになっている。その 

成果は，一次資料へのアクセスを前提として 

おり，順次史料群が公開されるに伴って戦後警 

察の研究がさらに進展することが期待される。

本稿では， ドイツ警察の歴史研究の出発点 

を 1 9 70年代における犯罪の社会史研究に求 

め， 80 年代半ばを警察の社会史研究が深化す 

る局面として研究史の概要を示した。この研 

究の進展は，歴史学が国家による権力行使の 

メカニズムを末端レヴェルに着目して分析す 

るようになり，ナチ犯罪の実態究明にも積極 

的に携わったことと関係していた（第 I I 節)。 

続いて，ナチ期から戦後にかけての警察制度， 

組織の史的変遷を巡る議論を整理• 紹介した。 

綱領的な警察制度•組織の変化に限らず地域 

や末端における警察配置の実態を検討するこ 

とで，戦後へと至るドイツ警察史がより明確 

に理解されよう（第 I I I節) 。さらに，ナチ期 

から戦後の具体的な警察活動の分析をとおし 

て，政治的区分とは必ずしも一致しない歴史

(67) Vgl. Furm etz, “‘K am pf um  den StraBenfrieden’. Polizei und Verkehrsdisziplin in Bayern 
zwischen Kriegsende und beginnender M assenm otorisierung” , in: Nachkriegspolizei，S. 199— 
228.
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的変化の諸相を明らかにした。戦後において お け る 「現場」の福祉業務でも，人びとが警

は 「脱警察化」とは相反して，警察が社会内 

部で広範な「現場」をもち続けたことが浮き 

彫りになっている。今後さらなる実態解明が 

必要とされよう（第 IV 節)。なかでも未だに 

歴史的な意味が問われていないのは，戦後に

察に対して諸々の要求をしたという局面につ
(6 8 )

いてである。 今後の課題としたい。

(経済学研究科後期博士課程)

( 6 8 ) フユルメツの研究でも散見しうる事態である。また，「青少年保護週間」開催の賛否を問わず，警 

察による「青少年保護」を要求する声が報道記事に見て取れる。 Rhevrnsche P ost，5. 5 .1953.
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